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間仕事がメインでしたのでお客様になっていた
だける会社が多く集まる展示会は当社をアピー
ルする絶好のチャンスでした。
東京の page 展は当時東京に営業所を出した
のですが、なかなか売上もできなく、また営業
活動も思うように行えなかった為、展示会に出
そうと考えました。出展したばかりの頃は当
社の事を知らないお客様も多かったのですが、
10 年以上も出展し続けていると会社名も知ら
れてきて営業活動もスムーズに行えるようにな
ってきたと感じます。
今では展示会でつながったお客様も増え、継
続する効果を大きく実感しています。
これからも展示会には積極的に参加していき
たいと考えております。

経営革新委員会の事業としまして令和 5年 3
月 15 日（水）に飛騨産業株式会社様への企業
見学会を実施いたします。創業から 100 年た
った今でも大きく成長し続けておられる飛騨産
業様からはたくさんの気づきがあると思いま
す。是非多くのご参加お待ちしております。

本年度より経営革新委員会委員長を仰せつか
りました渡辺達也です。
どうぞよろしくお願い致します。

私はよく「展示会に出展してますよね」と言
われる事があります。現在は光文堂さんの新春
機材展、東京の page 展、大阪の JP 展の年 3
回と IGAS開催年は 4回出展しております。
しかしコロナウイルスの影響は大きく展示会
が開催されない事や、こちらから辞退する事も
ありました。
最近では IGAS2022 もありました。1月に
は光文堂さん 2月は page 展と続き少しずつで
すがアフターコロナへ近づいていると感じま
す。
そんな中で改めて展示会に出展している理由
を振り返ってみました。
初めての出展は 20年ほど前の光文堂さんの
新春機材展でした。
当時はUV印刷機を導入し圧着DM、クリ
アファイルの製造を始めて当社の事を多くの方
に知っていただきたいと思い、また当時から仲
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巻頭言 「展示会を活用する」
経営革新委員長　渡辺　達也
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■愛印工組：印刷と関連業界 新年互礼会

2023年のメッセージ『二刀流を目指す』
メニューには引き出しの数を増やすヒントが満載 230名が参加した新年互礼会

あり、人の集まるところには我々の需要があり、そんな中で仕
事を行なってきた。しかし3年が経つにつれ、コロナ前にはあ
たり前のように行なっていた行事が自粛され、世の中の景色は
大きく変わった。先ほど行なわれた講演会は多様性という切口
で企画し、関野講師から〝人が集まらないというが、人と向き合
うことによって大きな力になる〟ことを教えていただいた。
　2023年のメッセージとして、『二刀流を目指す』を挙げた。
会社も経営者も社員も二刀流を目指す時代である。その一
つは、我々は情報産業という大きな力を持っている。もう一
つは、全印工連が用意する沢山のメニューである。全印工連
が提供するDX-PLATはサービスを広げる一つのプラット
フォームであり、新たな展開が広がるかもしれない。全印工
連、愛印工組の用意するメニューは引き出しの数を増やすヒ
ントが満載である。これから必要なのは二刀流で、その核を
作るため、この一年間沢山の引き出しを作っていただきた
い。そのためのメニューを用意している。社員と共にキーを
作れるようスタートしたい」。

　　■付加価値をベースに成長に注力

　次いで、来賓祝辞に移り、吉兼智人中部経済産業局産業部

　■情報産業という大きな力

　新年互礼会は、木村吉伸副理事長が司会進行を務め、冒頭、
主催者を代表し鳥原理事長が次のように述べた。
　「昨年は、コロナがありロシアのウクライナ侵攻、隣国の
ミサイル打ち上げ、中国の不穏な動きと落ち着かない1年で
あった。コロナ前には当たり前のように行なっていた行事が

新年互礼会で挨拶する鳥原久資愛知県印刷工業組合理事長

愛知県印刷工業組合（鳥原久資理事長、愛印工組）の令和5年
新春「印刷と関連業界　新年互礼会」が、1月11日午後5時30
分より、名古屋・栄の名古屋東急ホテル「ヴェルサイユの間」に
おいて開催された。席上、主催者を代表して挨拶に立った鳥
原理事長は、2023年のメッセージとして「二刀流を目指す」こ
とを挙げ、「全印工連、愛印工組の用意するメニューには引き
出しの数を増やすヒントが満載である。これから必要なもの

は『二刀流』である。その核を作るためにも沢山の引き出しを
作っていただきたい」と呼び掛けた。新年を仰ぐ祝宴では親睦
と情報交換に華が咲いた。参加者は230名。また、互礼会に先
立ち新春講演会が行なわれ、講師に関野里美セントラル印刷
社長が招聘され、「定年のない職場を目指して」をテーマに、社
員数10数名の中小企業だから実現できる多様な取り組みが紹
介された。
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挨拶する吉兼智人中部産業経済局産業部
次長

挨拶する滝澤光正全日本印刷工業組合
連合会会長

挨拶する岡本泰日本グラフィックサービス
工業会会長
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お客様の可能性を引き出す印刷現場での
働き方改革をご提案します。

「スマートに働く」
スキルレスオペレーション

専任者不要

「アイデアの具現化」
高品質を生むテクノロジー

受注体制の拡充

「無駄のない」
シンプルな印刷プロセス

作業の効率化

※写真はC4080にオプションを装着したものです。

次長が次のように挨拶。
　「コロナ、コロナといわれて3年になる。経済産業局として
もコロナ対策と経済の回復の両立を目指す道筋を探ってき
た。本年は重要な年になると考えている。従来の成長軌道に
戻したいというのが中部経済産業局の思いである。特に、中
堅中小企業の皆様にとって、この成長の軌道にもう一度戻す
ことが極めて大切だと思っている。ただ、昨年はいろいろと
変化が、凄まじいスピードであった。原油や円安・円高、そし
てコロナに関して実際のビジネスモデルや生活様式も大きく
変わっている。経済の回復の道筋は単純に数年前のやり方で
は通用しないのが現状である。そのためにも、各社イノベー
ション、そして付加価値をベースにする成長に注力をしてい
ただきたいと思う。
　今年がどのような年になるかを見てみると、日本経済新聞
ではヨーロッパの経済から先に後退局面に入り、その影響が
春ぐらいに我が国経済にも及んでくるとしている。ただ、米
国の投資会社ブラックストーンの予想では、米国経済は今後
回復するという。こうしたなか、当地区経済も夏を底に年末
に向けて回復するだろうと多くの経済人が予想している。
　いずれにしても、今年は大変重要な年になると経済産業局
も考えている。当地区の経済の回復の軌道、そして新たな構
造変化をベースにして、この1年を過ごしたい」。

　■令和の構造改善を実現

　続いて、滝澤光正全日本印刷工業組合連合会会長が挨拶に
立ち次のように述べた。

　「昨年9月30日名古屋で全印工連フォーラムを開催し、全
国から300名を超える組合員の皆さんにお集まりいただい
た。席上、全印工連の様々な事業を直接お伝えし、更には共通
の課題認識を深め、心ひとつに団結を新たにする大変いい機
会になった。
　私は会長になって3年目に入ったが、当初から『印刷産業は
新しい時代にふさわしい、まさに令和の構造改善が必要だ』
といってきた。全印工連としても、その一助となる様々な事
業を展開している。全印工連の『DX-PLAT』システムも本格
稼働を開始した。このDX-PLATを使うことによって生産設
備の稼働率向上と最適化、あるいは仕事のコスト低減、そし
て管理業務の合理化、さらにはこれらによって新たな価値創
出に繋げていただくツールである。これは令和の構造改善を

乾杯の音頭を取る塚本久愛知県印刷工業組合顧問
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実現するためのひとつに過ぎない。
　全印工連が『業態変革』という言葉を提唱し始めて17年経
過している。新しい業態へと変革して行かないといけないと
言い続けている。あまり軽々にピンチをチャンスとはいいた
くはないが、まさに今は好機と思っている。何も悲観するこ
となくチャレンジすることが必要である。なぜなら、人の好
奇心は限りがないからである。新しいことを知りたい、新し
いことを伝えたいという欲望は尽きることはない。また、自
分たちの生活をより豊かに便利にしたいという欲求も尽きる
ことはない。そこで必ず大きな勝機があると思うし、あるい
は勝機を見つけていく必要があると思っている。今後も皆様
とともに新しい印刷産業の姿を構築していくために、ともに
頑張っていきたいと考えている」。

　■ジャグラコンパクト本格稼働

　次いで、岡本泰日本グラフィックサービス工業会（ジャグ
ラ）会長が挨拶に立ち次のように述べた。
　「6月にジャグラの会長に就任して以来いろいろなところ
からお招きをいただき、全国各地の理事長はじめ役員の方々
と話す機会を多くいただいている。全印工連のDXと同様に、
ジャグラもコンパクトDXと称し本格的な稼働を始めている。
5月に大阪で開催されるJP展で具体的にその施策を出し、6
月のジャグラ全国大会高知大会では、ソフトウエアを含めた
ものをアピールし、リリースしていきたいと思っている。
　先程の関野社長の話にもあったように、共存というキー
ワードにはいろいろ価値観が存在し、認め合う世の中を創っ
ていく。一つでも一社でも多くの印刷会社にヒントを与えら
れるようなツールがDXと考えている。ジャグラコンパクト
を進める中で、具体的には全くの白紙であるが、全印工連の
皆さんと共存ができるかどうか、一緒に何かできることがな
いか考えている。こうしたことも含めて、いろんな価値観の
あるなかで、今まで男社会が中心に行なってきたことがこれ
からは違うということを印刷業界が率先していく。コロナ禍

　新年互礼会に先立ち行なわれた新春講演会では、
セントラル印刷㈱の関野里美社長を講師に招き「定
年のない職場を目指して」と題した講演が行なわれ
た。同社は、社員数10数人の会社で、外国人や身体
障がい者の方たちが働いている。関野社長の「前例
のない印刷会社の形をつくりたい」、「やりたいこと
を実現できる会社にしたい」の思いを叶えるべく日
夜努力が続けられている。そんな多様性のある取り
組みが紹介された。また、講演会後半では、箕浦靖夫
副理事長との対談が行なわれた。（写真は、講師を務
めた関野里美社長）

いて』を発行した。
　レポートは、「ポストコロナの業界展
望／ビジョン経営の必要性／ DX取り
組みの重要性／ DXの内容／ DX推進
の方法／ DXがもたらすもの／印刷業
におけるDX事例／ DXによる価値創
造とは／価値創造と価値獲得モデル」
などから構成されている。
　また、「全印工連によるDX推進事業

『DX-PLAT』」、「全印工連が提供する
『MIS（経営情報システム）』」を発行し
情報提供に努めている。

　全日本印刷工業組合連合会産業戦略
デザイン室では、コロナ禍による需要
の急減と社会のデジタル化の急速な進
展による構造的な変化が起こり、全産
業でDX（デジタルトランスフォーメー
ション）が声高に叫ばれる中、ポスト
コロナ時代における印刷産業の方向と
DXによる解決策、新たな価値創出に
ついて研究・議論を重ねてきた。そし
てこの程、DXによる新たな価値創出
について組合員の皆さんの経営に役立
てていただくために、「産業戦略デザイ
ン室レポート『DXによる価値創出につ

であるが、是非一緒になって印刷業界全体を盛り上げていき
たいと思う。お力添えをいただきたい」と結んだ。 
　その後、塚本久愛知県議会議員・愛印工組顧問の乾杯の発
声で、新年を寿ぐ祝宴が始まり、情報交換や歓談に華が咲い
た。宴は和気藹々のうちに進み、田中賢二副理事長の中締め
で終了した。

■新春講演会
　「定年のない職場を目指して」

■全印工連
　産業戦略デザイン室レポート「DX による価値創出について」
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〒530-0038　大阪市北区紅梅町2-8　　  ☎（06）6358-9131㈹
〒104-0032　東京都中央区八丁堀4-5-5　☎（03）3523-8711㈹

　既にご案内の通り愛印工組では、一般社団法人豊
受と「ガソリンカードサービス」の提携を致しまし
た。申し込みは無料で、全国約19,500カ所のスタン
ドが利用でき、断然安く給油が可能です。組合員お
よび賛助会員の皆さんの燃料費の削減にお役立て
いただければと思います。詳細は、本誌「あいちの印
刷」1月号9ページに詳報しておりますが、ご不明な
点につきましては下記までお問い合わせください。
　＜問い合わせ先＞一般社団法人豊受（とようけ）
　TEL090-3959-5600　担当：杉浦氏

結果をもとに認定が行なわれる。認定取得後は2年ごとに更
新審査を行ない、上位認定であるツースター認定の取得もで
きる。さらに、ツースター認定取得後は最上位認定であるス
リースター認定の取得も可能。
　【認定費用】
　認定費用は従業員規模により異なる。例えば、1 〜 9名の
従業員数の場合55,000円、10 〜 19名の場合60,500円、20
〜 29名の場合66,000円、30 〜 39名の場合77,000円、50
〜 99名の場合99,000円（税込）となる。
　認定企業は、全印工連CSR認定マークを名刺、会社案内、
ホームページなどに表示して、積極的にCSRに取り組んでい
る企業であることを社会にアピールできる。
　【詳細については】
　ホームページ　全印工連CSR　検索
　【愛印工組での取得企業】
　●スリースター認定：新日本印刷㈱、●ツースター認定：㈱
マルワ、●ワンスター認定：木野瀬印刷㈱、半田中央印刷㈱、
豊橋合同印刷㈱、㈱愛知印刷工業、㈱荒川印刷、大信印刷㈱、
㈱クイックス。

　全印工連CSR認定「第41期ワンスター認定」の募集が行な
われている。
　【募集期間】2023年2月1日（水）〜 2023年4月28日（金）ま
で。認定登録は2023年6月の予定。
　【申請書類】全印工連CSR認定応募申込書に必要事項を記入
し、全印工連あてにFAXで申し込む。応募申込書の到着後、申
請書類が送られてくるので、次の①〜⑤の申請書類を提出す
る。①CSR取り組み項目チェックリスト、②法令遵守宣誓書

（所定様式）、③納税証明書（税務署が交付した証明書）、④過
去3年の行政処分がないことの宣誓書（所定様式）、⑤添付書
類（CSR取り組み項目チェックリストで選択した項目を証明
する書類）。
　【認定の概要】申請書類①〜⑤の提出後は、審査機関のCSR
＆サステナビリティセンターにおいて書類審査を行ない、外
部の有識者で構成する全印工連CSR認定委員会において審査

　日本印刷産業連合会は12月15日開催の第69回グリーンプ
リンティング（GP）認定委員会において、新規5工場、更新33
工場併せて計38工場を認定した。この結果GP認定工場は全
433事業所となった。また、同委員会においてGP資機材の認
定を実施し、3社7製品（洗浄剤5製品、エッチ液1製品、イン
クジェット型デジタル印刷機1製品）を認定した。これにより
認定登録製品は770製品となった。
　ちなみに今回認定されたのは以下の工場（いずれもオフ
セット印刷部門）。第一印刷本社工場（愛媛県今治市）、小宮山
印刷㈱川里工場（埼玉県鴻巣市）、㈱帆風竹橋プリンティング
センター（東京都千代田区）、㈲立川システム印刷（東京都立
川市）、㈱長谷工システムズ東京支店（東京都江東区）。

■全印工連

第41期ワンスター認定募集中
募集期間2023年4月28日まで

■日印産連

GP認定工場433事業所
資機材登録は770製品に

■組合員・賛助会員の皆さんへ

ガソリンカードサービスのご案内
経費削減にご利用ください
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【問い合わせ先】
愛知県印刷工業組合 
〒461-0001名古屋市東区泉1-20-12メディアージュ愛知
TEL052-962-5771　FAX052-951-0569
jimukyoku＠ai-in-ko.or.jp

昨年度の会場

　愛知県印刷工業組合（労務・新人教育委員会）では、2023年
度「印刷会社の新入社員研修会」を4月4日〜 5月25日までの
2か月間にわたり開催します。研修内容は印刷人、社会人とし
ての基礎知識を始め、営業・制作・製造各分野において活躍で
きる人材の育成を目指し、4コース10講座が用意されていま
す。いずれの講座も経験豊富なベテラン講師が担当します。
　■4コース10講座の内容
　■共通コース①／②／③
　共通コース①／②では、社会人に求められる能力、マナー、
印刷に関する基礎知識などについて学びます。①では、新入
社員基礎研修（社会人基礎力）、コミュニケーションスキルセ
ミナー。②では、印刷に関する基礎知識とデザイン、印刷現場
における品質管理・5S、印刷業界人として知っておくべき印
刷料金の基礎知識、多種多様な印刷と加工。そして③では、こ
れからの印刷業界などで構成されています。中でも、これか
らの印刷業界の講座では、印刷とWebの連携、MUD、SDGs
について、インターネット広告、印刷会社が挑む動画制作な
ど、最新の知識・技術を習得します。
　■営業コース④
　営業コースでは、印刷会社の営業マンとして必要な基礎知
識を習得します。営業の真の目的から顧客の問題解決まで学
びます。特に、デジタルメディアと印刷に強くなるために、
印刷と文字、文字組版の知識、Webと電子書籍、デジタルメ
ディア活用の提案、企画立案とマーケティングの基礎、印刷
トラブル対策と著作権などが組まれています。
　■制作コース⑤

　制作コースでは、印刷会社の制作担当者のためのDTP基礎
実践として必要な知識を習得します。プリプレスの基礎で
はAdobe Photoshop CC。印刷の基礎とDTPの基礎では
Adobe Illustrator CC。印刷の実務ではAdobe InDesign 
CCによる演習が主になります。
　■製造コース⑥
　印刷会社の現場に携わる社員として、知っておきたい基本
的な知識を習得します。はじめての印刷機、印刷工程での専
門用語、安全管理教育と共に、実際に工場見学を行ないます。
工場見学では、仕事の流れ、現場での注意点、初歩的なノウハ
ウ、さらに、印刷現場で起こりやすい間違った印刷や印刷工
程での品質管理などを学びます。

　主催する愛印工組では、「新入社員研修は毎回充実した内容
が好評を得ており、多くの受講生が参加しています。この研
修会は、印刷業界全体のレベルアップを図ることを目的とし
ており、愛印工組の組合員のみならず、関連業界の新入社員
研修にも利用できるよう門戸を広げています。また、全講座
に参加する必要はなく、興味のある講座のみの参加も可能で
すので、ぜひ挑戦してみて下さい」と呼び掛けている。
　愛印工組の新入社員研修は、幅広く誰でも参加できるのが
特色になっています。また、新型コロナウイルス感染症対策
を考慮し、各講座の定員は「会場の収容人数」の半分以下で設
営します。
　※次ページに新入社員研修会カリキュラムを掲載しました
ので、研修内容、開催日程、会場、受講料など確認ください。

■愛印工組：新入社員研修会のご案内　　　　　　　　お急ぎください、4月4日開講です

「印刷会社の新入社員研修会」

共通コース①、②、③／営業コース④／制作コース⑤／製造コース⑥

新型コロナ感染対策を考慮した昨年度の
会場と新入社員基礎研修の社会人基礎力
の講座を担当する㈱オフィス・ウィズ代表
の竹内和美講師。

社会人としての基礎研修から
印刷営業・制作・印刷技術講座まで

研修会は誰でも参加でき
講座の途中からの選択も可能
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令和5年度［印刷会社の新入社員研修会］カリキュラム
会場：メディアージュ愛知 3階会議室、東桜会館ほか
※各講座の定員は、「会場の収容人数」の半分以下で設営します

(税込金額）

年月日 曜日 パック料金

社会人に求められる能力等 7 時間 R5/4/4 (火)

ビジネスマナーについて等 7 時間 R5/4/5 (水)

社会人基礎力の伸ばし方等 7 時間 R5/4/6 (木)

7 時間 R5/4/7 (金)

7 時間 R5/4/10 (月)

7 時間 R5/4/11 (火)

概説/印刷物制作工程概要／印刷物制作の基礎知識-1／
色と光／印刷用紙／印刷インキ

7 時間 R5/4/12 (水) 15名

印刷物制作の基礎知識-2／ＤＴＰデータ制作の基礎知識／
ＤＴＰ出力・ＣＴＰ出力／印刷/製本・加工

7 時間 R5/4/13 (木) 15名

印刷技術の基礎知識／オフセット印刷について（印刷用の版）／
デジタル印刷について／実際の印刷物を測色する

7 時間 R5/4/14 (金) 15名

2
「グラフィックデザイナーに求められること」
デザインとは？／デザイナー・ディレクターの役割
仕事の内容と役割／紙媒体の広告効果を考える

㈱サンアート印刷 7 時間 R5/4/17 (月)
東桜会館

9:00～17:00
12名

印刷会社におけるはじめての品質管理 7 時間 R5/4/18 (火)

印刷会社におけるはじめての５S活動・改善活動の基本 7 時間 R5/4/19 (水)

7 時間 R5/4/20 (木)

7 時間 R5/4/21 (金)

5 企画提案とプレゼンテーション ＨＩＭＥ企画 7 時間 R5/4/24 (月)
メディアージュ愛知

9:00～17：00
10名

東海北陸シーリング印刷
協同組合専任講師

1.5 時間
メディアージュ愛知

9:00～10:30
10名

太美工芸㈱ 1.5 時間
メディアージュ愛知

10:30～12：00
10名

㈱ライラス 2 時間
メディアージュ愛知

13:00～15：00
10名

プリントス㈱ 2 時間
メディアージュ愛知

15:00～17：00
10名

印刷とインキ 東洋インキ㈱ 1.5 時間
メディアージュ愛知

9:00～10：30
10名

デジタル印刷の特徴と付加価値について
富士フイルムビジネス

イノベーションジャパン㈱
1.5 時間

メディアージュ愛知
10:30～12：00

10名

9 紙の種類・性質と選び方について 平和紙業㈱ 4 時間
メディアージュ愛知

13:00～17:00
8名

㈱鈴木紙工所 1.5 時間
メディアージュ愛知

9:00～10:30
8名

㈱モリカワ 1.5 時間
メディアージュ愛知

10:30～12：00
8名

11 印刷の後加工について（断裁、製本、加工等） タナカ 4 時間
メディアージュ愛知

13：00～17：00
8名

印刷とＷｅｂの連携
　（印刷通販とＷｅｂ受注／今後の印刷業界／　他）

㈱活英社 3 時間
メディアージュ愛知

9：00～12：00
10名

MUDについて（MUDとは/MUDの必要性/印刷業界におけるMUD/　他）
SDGsについて

㈱マルワ 4 時間
メディアージュ愛知

13：00～17：00
10名

いまさら聞けないインターネット広告の基礎知識
実例：車検業のネット集客の現場

知多印刷㈱ 2 時間
メディアージュ愛知

13：00～15：00
12名

印刷会社が挑む動画制作
動画ってなに？
多様化する動画の役割
動画ができるまでの業務工程／他

㈱キャン・ドゥ 2 時間
メディアージュ愛知

15：00～17：00
12名

1
営業の真の目的とは／ロールプレイングの目的とは／
第一印象、挨拶／顧客の問題解決／　他

㈱ハーモネット 7 時間 R5/5/9 (火)
メディアージュ愛知

9:00～17：00
10名

2

文字と組版と印刷ビジネスの基礎講座
【Section１】
　印刷と文字、文字組版や文書作成におけるＵＤの知識
【Section２】
　マーケティング、ブランディングと印刷物の関わり方
【Section３】
　印刷トラブル、データ入稿対策

㈱モリサワ 7 時間 R5/5/10 (水)
メディアージュ愛知

9:00～17：00
10名

7 時間
R5/5/16
R5/5/17

(火）
（水）

5名

7 時間
R5/5/23
R5/5/24

(火）
(水）

5名

1
はじめての印刷機／印刷工程での専門用語／
安全管理教育

㈱小森
コーポレーション

7 時間 R5/5/18 (木)
メディアージュ愛知

9:00～17：00
5名

【工場見学】
　実際の仕事の流れ／現場での注意点・初歩的なノウハウ

㈱マルワ
（工場見学）

3 時間
㈱マルワ

9:00～12:00

印刷現場で起こりやすい間違った印刷
印刷工程での品質管理

㈱マルワ 4 時間
㈱マルワ

13:00～17:00

※  講座番号⑤１「制作担当者のためのDTP基礎実践」の開催日について

〔 【1日目】R5/5/16(火)　/　【2日目】R5/5/23(火) 〕 は会場の定員に達したため、日程を追加しました。

46,200円

71,500円

46,200円2

愛知県印刷工業組合　令和5年度
【印刷会社の新入社員研修会】カリキュラム

会場：メディアージュ愛知３階会議室、東桜会館　他
（各講座の定員は「会場の収容人数」の半分以下で設営します。）

講座
番号

職 務 ・ 教 科 等 教科の内容（概略） 講 師 予 定 時間数
開催日 会場及び

開催時間
会場の
定員

1人当りの受講料

受講料

コミュニケーション
スキルセミナー

仕事でのコミュニケーションスキル
話し方・距離感・メールの送り方・所作全般
コミュニケーションスタイルの違いを理解する
ロールプレイングを中心とした実践演習　　　　　他

アイキャリア㈱
メディアージュ愛知

9:00～17:00
15名

②

1

「印刷」に関する
基礎知識とデザイン

(公社)日本印刷
技術協会

メディアージュ愛知
9:00～17:00

①

1
新入社員基礎研修
（社会人基礎力）

㈱オフィス・ウィズ
メディアージュ愛知

9:00～17：00
15名

49,500円22,000円

22,000円

16,500円

3
印刷現場における
品質管理・5S　他

㈱アイシン・コラボ
東桜会館

9：00～17：00
15名 38,500円

22,000円

22,000円

R5/4/25 (火)

5,500円

8,800円

5,500円

7 特殊印刷加工（シルク・加工）

6,600円

9,900円

6,600円

6

多種多様な
印刷と加工

特殊印刷加工（シール・ステッカー）

4 印刷人として
知っておくべき
印刷料金の

基礎知識と企画

印刷会社の社員としての基礎知識
積算体系と工程別算出法
各種印刷物別の積算事例

労務・新人教育委員会
選任講師

メディアージュ愛知
9:00～17:00

10名 33,000円

10 紙の特殊加工（トムソン打抜き・表面加工）

19,800円5,500円

13,200円

8
R5/4/26 (水)

5,500円

8,800円

5,500円

13,200円

R5/4/27 (木)

5,500円

19,800円

13,200円

R5/5/8 (月)

6,600円

11,000円

6,600円

③ 1 これからの印刷業界

R5/4/28 (金)

11,000円

⑥
印刷人として

知っておきたい
印刷技術講座

24,200円

44,000円

2 R5/5/25

④
営業及び企画に
必要な基礎講座

24,200円

44,000円

24,200円

⑤ 1
制作担当者
のための

DTP基礎実践

制作担当者のためのDTP基礎実践講座
【1日目】
　Adobe Illustrator／Adobe Photoshop
【2日目】
　Adobe InDesign

㈱Too

追加開催日 【1日目】 R5/5/17（水）　/　【2日目】 R5/5/24（水）

(木) 5名 24,200円

㈱Ｔｏｏ
9:00～17:00

44,000円

77,000円

44,000円

（令和5.1.23 現在）

※

※
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加工高推移。2年連続の改善、平成26年以来
7年ぶりに50％台を回復

　■生産方式と受注先
　印刷機種別売上高構成比は、長期的にはオフセット輪転機
の減少、オフセット枚葉機とデジタル印刷機の増加という趨
勢をたどってきた。オフセット輪転機は10年で半分以下に
減少、デジタル印刷機は3 〜 4倍に増えた。しかし近年デジ
タル印刷機のシェア上昇が足踏み状態になり、生産方式のバ
ランスが固定的になりつつある。
　受注先の構成比は、その他（民需）、印刷業、国・自治体など

（官公需）の順。その他（民需）が減少するなか、国・自治体など
（官公需）がシェアを高める展開になっている。
　①印刷機種別売上高構成比：オフセット枚葉印刷機

（64.8％、前年度差＋2.7）、オフセット輪転印刷機（9.8％、前
年度差△0.2）、デジタル印刷機（11.7％、前年度差△1.2）、そ
の他印刷機（1.8％、前年度差△0.7）。
　②受注先別売上構成：印刷業（27.6％、前年度差△0.5）、
国・自治体などの官公需（14.4％、前年度差＋0.8）、その他

（58.0％、前年度差△0.3）。
　■収益性
　材料費と外注加工費は増加したが、商品仕入高が減少した
ため、収益の源泉となる加工高比率は2年連続で改善した。印
刷会社における最大経費の人件費が平成30年度に次ぐ高さ
になったことを主要因として、営業利益率はマイナスになっ
た。営業外収支に計上された補助金の貢献によって経常利益
率はプラスを確保している。
　①主要経費の100分比構成：人件費（28.5％）は昨年度より
1ポイント増。材料費（24.5％）は3年連続の増加。内訳は用
紙65.3％、インキ8.3％、製版・刷版11.5％、デジタル機関連
材料8.3％、その他6.7％。製造経費（7.0％）は長期的に7％前
後で横ばい。商品仕入高（7.3％）はこの9年間は6 〜 9％台で
推移。外注加工（19.9％）は初めて20％台を割り込んだ昨年
に続いて2年連続の10％台。
　②加工高比率（50.1％）：2年連続の改善。平成26年以来、7
年ぶりに50％台回復。
　③営業利益率（△0.6％）、経常利益率（1.5％）：本業の稼ぎ
を表す営業利益が初の赤字になったため、営業利益率は初の
マイナス。経常利益は初の1％台に低下ながら補助金によっ

　■令和3年度経営動向実態調査

　■売上高
　1人当たりの売上高はこの25年の最小となる16,347千
円。リーマン・ショック時（16,985千円）を下回った。主要製
品別の構成比をみると、シェアは商業印刷・事務用印刷・出
版印刷・包装印刷の順に多く、この上位4製品で印刷売上高
の87.2％を占める。製品別のシェアは商業の減少、出版とソ
フト・サービスの増加といった構図になっている。商業は12
年前（平成21年）に史上最高となるシェア（50.6％）を記録し
て以降は長期的に低迷。出版と事務用品が安定的な一方、包
装は減少傾向。その他特殊は3年連続減少。ただし、ソフト・
サービスおよび印刷以外の3つの合計は12.8％と長期的な増
加傾向にあり、従来の印刷以外の市場開拓が徐々に進む様子
が浮かび上がる。
　①1人当たり純売上高：1人当たり売上高は16,347千円（前
年比7.3％減）、2年連続の減少。
　②製品別売上高構成比：商業印刷（42.3％）、事務用印刷

（21.5％）、出版印刷（17.3％）、包装印刷（6.1％）、その他特
殊印刷（5.1％）、ソフト・サービス（シェア5.9％）、印刷以外

（シェア1.8％）の順になる。

　全日本印刷工業組合連合会（全印工連）が毎年行なっている
印刷業経営動向実態調査の集計結果が報告書にまとめられ
た。調査結果では、「売上高、生産方式と受注先、収益性、安全
性、生産性、人的資源」など詳細が報告されている。報告書総
評の中で「コロナ禍の影響がかつてなく甚大な様子が反映さ
れた。収益性と生産性の低下、商業印刷物の減少、デジタル化
の停滞、官公需依存度の高さが特に挙げられる。補助金で最

終赤字は免れたが、自律的な変革が必要な局面を迎えている」
との指摘がある。
　同時に行なわれたアンケート調査では、14の設問に対し、
全体と経常利益率上位20社についてまとめている。
　調査は、全国47都道府県組合員企業3,845社を対象にイン
ターネットで行ない281社（有効回答207社）より回答を得た。
実態調査、アンケートから概要を紹介する。

「印刷業経営動向実態調査」「経営戦略アンケート」
◇売上高最小◇今後の注目分野「Web制作」、「動画制作」

■全印工連
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20１8年に130周年を迎えました。

おかげさまで１30周年

て黒字を確保した。
　■生産性
　1人当たり売上高と1人当たり加工高、労働装備率が平成以
降における最少を更新した。1人当たり人件費は2年連続の
減少だが通常の変動幅に収まり、中長期的な1人当たりの人
件費水準の趨勢には変化がない。また、設備生産性も長期的
に安定している。労働装備率が低下するに従い1人当たり売
上高と1人当たり加工高も低下していることから、脱装置産
業化が課題になる様子が浮かび上がる。設備生産性は維持さ
れている反面、人的生産性の低下が著しい。それにもかかわ
らず、1人当たり人件費は安定維持しているため、収益性の均
衡がとれなくなる要因の一つとなっている。脱装置産業化は
進むが、新たな事業領域で思うように人的生産性は高まって
いない。
　①1人当たり人件費（4,762千円）：1.6％減、2年連続減少。
　②労働装備率：1人当たり機械装備額（1,623千円）2.8％
減、平成以降の最少を更新した。
　③労働生産性：1人当たり売上高（16,347千円）7.3％減、平
成以降で初の16,000千円台に低下した。
　④1人当たり加工高（8,188千円）6.2％減、平成以降最少を
記録した。

　■経営戦略アンケート

　■過去の設備投資について尋ねている。「何年かに一度、必
要なモノが出たときに設備投資を行なっている」との回答は、
全体が51.6％、上位20社が70.0％。また、「毎年必要なモノ
に対して設備投資を行なっている」では、全体が40.1%、上位
20社が15.0％となった。
　■今後の設備投資についての設問では、「必要性が出たとき
は積極的に設備投資を行なう」が全体では47.4％、上位20社
が25.0％となった。「今後も毎年必要なモノに対し設備投資
を行なう」が全体では40.0％に対し、上位20社では60.0％と
高くなっている。
　■近年（1 〜 2年）の重点的な営業的取り組みについて尋ね
たところ、「既存顧客の深堀営業で業績向上」が全体43.9％、
上位20社36.1％となり、また、「新規顧客の開拓で業績向上」
が全体40.0％、上位20社44.4％であった。
　■現在取り組んでいるまたは取り組みたい、組合が進めて
いる企業価値を高める取り組みでの設問では、全体、上位20
社とも「ダイバーシティ経営（多様な人材を活かす戦略）への

取り組み」が15.6％、12.9％と高く、次いで、「情報セキュリ
ティ対策への取り組み」、「CSR（企業の社会的責任）への取り
組み」、「働き方改革への取り組み」が続いている（図参照）。
　■今後の印刷業界はどのような分野が伸びるかの設問
では、全体が15.9％、上位20社が16.3％を占めた「Web制
作」がトップで、次いで、「動画制作」、「イベント企画・運営」、

「DM」、「販促品」などが高い。上位20社では「パッケージ・包
装」も高いウエイトを占めている（図参照）。
　■今後の戦略における目指す方向性について尋ねたとこ

■現在取り組んでいるまたは取り組みたい、組合が進め
ている企業価値を高める取り組み
❶SDGsへの取り組み　❷DX（デジタルトランスフォー
メーション）への取り組み　❸再生可能エネルギー（カー
ボンニュートラル）への取り組み　❹CSR（企業の社会的
責任）への取り組み　❺MUD（メディア・ユニバーサル・
デザイン　❻BCP（事業継続計画）への取り組み　❼見
える化への取り組み　❽情報セキュリティ対策への取り
組み　❾GP（グリーンプリンティング）・環境推進工場な
ど環境対策への取り組み　●ダイバーシティ経営（多様
な人材を活かす戦略）　●働き方改革への取り組み　●
M&Aへの取り組み

10

11 12
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20社では35.0％と高く、次いで、全体、上位20社ともに「現
状の事業領域の中で拡大を目指す」、「印刷業以外の多角化を
目指す」と続く。中でも、「縮小均衡でできるだけ長く事業を
続ける」としたところが全体で12.8％もあった。
　■今後、成長するために必要なモノについて尋ねている。
高い専門性を持った社員では、全体、上位20社ともに、マー
ケティング、システム開発が挙がっている。一方、最新の設備
では、全体では「印刷業界でのその他の分野」が29.1％でトッ
プに比べ、上位20社では「ポストプレス」が31.3％「プレス」
21.9％となっている。
　■今後、成長するために取り組む顧客へのソリューション

（市場や顧客の課題解決）はどの方向かについて尋ねたとこ
ろ、全体では「印刷技術や付帯サービスの特化」がトップに対
し、上位20社では「特定の業界への印刷やサービスの特化」が
トップを占めた。
　■今後、組合からどのような情報が必要かの設問では、「補
助金（国、自治体など）に関わる情報」が全体では47.2％に対
し、上位20社では15.3％であった。上位20社で高かったの
は、「社員教育に関わる情報」、「業界の動向」（ともに18.1％）
であった。また、「働き方改革の情報」、「メーカーの設備開発
動向」なども必要な情報として挙がっている。
　※アンケート結果の詳細は、全印工連「日本の印刷」№704
に掲載されている。http://www.aj-pia.or.jp/

ろ、「印刷業を中心に業態を変えていく」が全体で31.1％、上
位20社が35.0％であった。次いで、「現状の事業領域の中で
拡大を目指す」が全体16.4％、上位20社が20.0％。「印刷業以
外の多角化を目指す」が全体で16.0％、上位20社で20.0％と
なった。さらに、「印刷の特定分野の専門性を高める」との回
答も全体、上位20社ともに高い。
　■今後の重点的な営業的取り組みについての設問では、「新
規顧客の開拓で業績向上」が全体、上位20社とも36％を超え
ている。次いで高いのは、「既存顧客の深堀営業で業績向上」、

「印刷業以外の分野で業績向上」となった。
　■今後の戦略における目指す方向性についての設問では、

「印刷業を中心に業態を変えていく」が全体では31.1％、上位

■今後の印刷業界はどのような分野が伸びるか
❶アプリ、システム開発　❷Web制作　❸動画制作　
❹VR。AR　❺サイネージ　❻イベント企画・運営　❼販
促品　❽カタログ・チラシ　❾DM　●書籍、記念誌、広
報・PR誌　●名刺、伝票、封筒　●シール　●パッケー
ジ、包装　●POP　●フルフィルメント、デリバリー　
●その他

10

11 12 13
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■今後、組合からどのような情報が必要か
❶社員教育に関わる情報　❷共済制度に関わる情報　❸
補助金（国、自治体など）　❹MISなど経営の根幹に関わ
る情報　❺業界の動向　❻メーカーの設備開発動向　❼
欧米などの印刷業界動向　❽働き方改革に関わる情報　
❾その他
※全体のみ表示
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■お知らせ　「Japan Color認証制度」取得セミナー

「Japan Color 認証制度セミナー2023」オンラインで開催
基礎から学ぶカラーマネジメント

　一般社団法人日本印刷産業機械工業会は、3月上旬に
「Japan Color 認証セミナー 2023　基礎から学ぶカラーマ
ネジメント　〜クライアントと印刷会社間の色品質トラブル
削減のためのカラーマネジメント〜」を開催する。
　セミナーは、日本のオフセット印刷の標準色であるJapan 
Colorに基づいて認証するJapan Color認証制度の認知・普
及を目的に毎年開催している。多くの方に参加いただけるよ
うオンライン配信で行なう。
　カラーマネジメントとは、印刷物作成における受注から
作成・納品までの工程において、色を統一的に管理していく
ことをいい、Japan Color 認証制度は、その色基準である
Japan Colorに基づいて認証を行なっており、多くの企業が
認証を取得している。本セミナーでは、色品質トラブル削減
のために知っておきたい、印刷色やカラーマネジメントの基
礎知識についてわかりやすく解説する。
　≪セミナーの主な内容≫

　（１）クライアントと印刷会社間の色品質トラブル削減のた
めの基礎知識：①よくあるクライアントと印刷会社間のトラ
ブル、②トラブル削減！理解したいカラーマネジメントの基
礎（色とは／色を表すL*a*ｂ*とは／再現目標を決める色基準
とは／色を合わせるカラーマッチングとは）、③トラブル削
減！知って欲しいJapan Color認証制度の活用効果。
　（２）Japan Color認証制度の概要
　≪開催期間／参加費用≫
　2023年3月9日（木）〜 3月19日（日）11日 間 配 信。イ ン
ターネットに接続できる環境であれば視聴する場所や時間は
選ばない。配信期間内であれば何時でも何処でも何度でも参
加することができる。参加費用は無料（事前申し込み制）。
　≪申し込み方法≫
　Japan Color認証制度ホームページのオンラインセミ
ナー案内を確認の上申し込む。申し込み受付期間は1月16日

（月）〜 2月24日（金）。
　URL https://japancolor.jp/info/002118.html

ナンスや適正な運用を行なうことにより、信頼性の高いプ
ルーフ（見本出力物）を安定的に出力できる能力などを認証
する。※現在の取得状況：2022年12月末現在の認証取得
43件。
　【デジタル印刷認証】デジタル印刷認証は、デジタル印刷
機のメンテナンスと数値管理などによって、高品質の印刷
物を安定的に作成できる運用能力を認証する。※現在の取
得状況：2022年12月末現在の認証取得22件。

　■Japan Color認証制度取得のメリット
　品質や生産性向上に繋がる様々なメリットがある。
　①印刷品質の安定：顧客に品質の安定した印刷物をス
ピーディーに提供できる。②企業イメージの向上：ISO準
拠の認証を取得することにより、印刷物およびプルーフ
を作成する上での高い能力をアピールできる。③スキル
アップ：標準化を全社的に進めることにより、社員のスキ
ルアップができる。　④コストダウン：標準的な印刷条件
を基準に印刷することにより、損紙およびインキ使用量な
どの削減に繋がり、生産性向上による経費削減が期待でき
る。⑤取引上の優位性：印刷基準が顧客などとの取引や入
札条件などになった場合、有利な取引が可能となる。
　【問い合わせ先】
　一般社団法人日本印刷産業機械工業会 JapanColor認
証制度事務局　〒105-0011東京都港区芝公園3-5-8機械
振興会館
TEL03-6809-1617　FAX03-3434-0301
URL 　http://japancolor.jp

　従来、印刷業界では印刷会社ごとに独自の印刷色の基準
を設けており、同じデータでも印刷会社が変われば色が合
わないというのが実情であった。そのような状況の中、オ
フセット枚葉印刷における印刷色の標準的な基準として
ISO国際標準に準拠したJapan Colorが策定された。その
普及と印刷の標準化を促進し実効性あるものにするため、
公正な第三者機関により認証を行なうJapan Color認証
制度が創設された。現在、以下の5つの認証制度が運用され
ている。　
　【標準印刷認証】標準印刷認証は、印刷工場における印刷
機械のメンテナンスと数値管理によって、安定した品質の
印刷物を作成できる工程管理能力について認証する。※現
在の取得状況：2022年12月末現在の認証取得196工場。
　【マッチング認証】マッチング認証は、標準印刷認証を取
得していることを前提に、高度なカラーマネジメント技術
を駆使して、印刷物の色を認証基準値の許容幅に入れるこ
とができる能力などについて認証する。※現在の取得状
況：2022年12月末現在の認証取得44工場。
　【プルーフ機器認証】プルーフ機器認証は、プルーフ機器

（見本出力機器）が印刷用途に使用できる信頼性の高いプ
ルーフ（見本出力物）を安定的に出力できる機能があるかを
認証する。※現在の取得情報：2022年12月末現在の認証
取得136件。
　【プルーフ運用認証】プルーフ運用認証は、デザイン会社
や印刷会社が個々のプルーフ機器（見本出力機）のメンテ

□ Japan Color 認証制度とは
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名古屋支店　〒460-0022  名古屋市中区金山1-12-14
金山総合ビル7F　　

　TEL 052-331-1515（代表）  FAX 052-331-1171（代表）
本　　　社　〒114-0012　東京都北区田端新町2-7-15
　TEL 03-3893-5151（平版インキ営業本部）

のテーマは『おばけ』。今年度にもまして多
様な切り口で表現され、多くの人に共感さ
れる作品が数多く寄せられることを楽しみ
にしている」と、次回応募に期待を寄せた。
　※「作品集」ご希望の方は愛印工組（TEL
052-962-5771）まで問い合わせください）。

　アサプリ・組織再編で統合
　2023 年 4 月 1 日にスタート
　㈱アサプリは経営体制の強化と更なる
発展のため、プリンター、オリエンタル、
昭和印刷、プロダクツの 4 社と合併し、
2023 年 4 月 1 日に新生「株式会社アサ
プリ」としてスタートを切る。
　今回の統合について松岡祐司代表は、「こ
の度、株式会社アサプリと株式会社プリン
ター、株式会社オリエンタル、昭和印刷
株式会社、株式会社プロダクツは、令和 5
年 4 月 1 日をもって合併し、株式会社ア
サプリが他の４社の権利義務の一切を継承
し全業務を行ない、プリンター、オリエン
タル、昭和印刷、プロダクツは解散するこ
とになった。今後は更なる付加価値の高い
機能・サービスの提供を目指すとともに、
一同力を合わせ一層社業の発展に邁進して
いく」とコメントしている。
　【役員構成】（敬称略）
　▽代表取締役社長＝松岡祐司（現㈱アサ
プリ会長）▽専務取締役＝尾内学（新任）
▽常務取締役＝伏屋仰啓（現㈱プリンター
社長）▽常務取締役＝岡田嘉純（現㈱プロ
ダクツ社長）▽取締役＝門脇吉治（現㈱オ
リエンタル社長）▽取締役＝大山圭介（現
昭和印刷㈱取締役）▽取締役（非常勤）＝
松岡真一郎▽監査役（非常勤）＝濱田康資。
　■お詫び
　本誌 1 月号において、目次と本文との
ページに間違いがありご迷惑をお掛けしま
したことお詫び申し上げます。　

ら 432 点におよぶ過去最高の応募作品が
寄せられた。厳正な審査の結果、最優秀賞
のグランプリ（中部産業局長賞）に輝いた
のは杉山真夕さん（山本学園情報文化専門
学校）の作品が選ばれた。
　作品集の巻頭で鳥原久資愛印工組理事長
は、「グランプリを受賞した杉山さんの作
品は、三つの形をシルエットとして大小を
組み合わせ、大きさの強弱で立体感の演出
を意識したそうである。カタチという言葉
が各々の出展者によって全く違った捉え方
となり、コンペティションが目的としてい
る個性あふれる様々な表現の作品が集まっ
た」と評している。
　また、鳥原理事長は、「我々印刷業界は
長く情報発信の担い手として、社会に必要
とされるさまざまな発信の役目を担ってき
た。時代が紙媒体だけではなく、Web か
ら動画、デジタルサイネージと多様化して
いるが、ポスターの使命である人に寄り添
うメッセージやアクションを後押しする役
目には変わりない」と、ポスターの果たす
役割の重要性を説いた。その上で、「次回

　愛知県、岐阜県、三重県、石川県、富山
県の各印刷工業組合と愛知県印刷協同組合
が主催して行なわれた第 13 回ポスターグ
ランプリの優秀作品を掲載した「ポスター
グランプリ作品集」（A4 判 20 頁）が刊行
された。作品集には、最優秀グランプリ（中
部経済産業局長賞）1 点、優秀賞（一般、
大学・専門学校、高校の各部門）6 点、特
別賞 13 点、協賛会社賞 35 点、入選 59
点の合計 114 点が収録されている。
　今回で 13 回目を迎えたポスターグラン
プリは、「カタチ」をテーマに応募が行な
われ、将来のグラフィックデザイン業界を
担う学生、生徒及び一般デザイナーなどか

□愛印工組

第13回
「ポスターグランプリ作品集」刊行

グランプリ・優秀賞・特別賞ら134点
誌上展示

第 13 回「ポスターグランプリ作品集」
（A4 判 20 頁）。 グランプリ、優秀賞など
114 作品を収録。

第 13 回「ポスターグランプリ」で最優秀
グランプリを受賞した杉山真夕さんの作品

「たった 3 つ、されど 3 つ」

□ TOPICS　NEWS
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令和5年2月10日発行
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TOP

imagePRESS 封筒搬送ユニット
封筒フィーダ搭載で連続印刷可能！

■封筒を補充する際のロスタイムがなくプリンターの性能を
　最大限に引き出します！
■軽オフの更新時にご検討ください。

デモ動画説明動画 カタログ
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